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政策 安心を感じる保健・医療・福祉の充実 施策 基本事業健康づくりの推進 母子保健の充実
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実施計画事業認定健康福祉部

保健センター

昭和26年度

－年度
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事業単独評価、施策内での相対評価、財政状況に基づく改革案（２月時点）
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（
成
果
）

○

(１)定期接種対象の乳幼児・学童・生徒及び保護者。
(２)定期外の年齢で接種を希望する市民
　①昭和50年～52年生れの市民でポリオ接種希望者
　②海外留学等でポリオの追加接種を要する者
　③医学的理由でBCG接種を生後６か月～１歳未満で希
望する者
【25年度からの対象　(１)のうち「保護者」と(２)の①、②は除
外。（いずれも制度改正によるもの）】

予防接種の必要性を理解し、ワクチンを接種することで感
染、発病を防ぐとともに重症化から免れる。

集団接種及び個別接種で実施
（１）個別接種（BCG､三種混合、麻しん風しん混合ワクチン、
二種混合）は市内医療機関に委託。
　なお、1歳６か月までのポリオ未接種者、麻しん風しん混合
ワクチン2､3､4期対象者には個別通知にて接種勧奨。
（２）集団接種（ポリオ）
　①定期予防接種分
　②任意接種分（昭和50年から52年生まれの抗体獲得率の
低い追加接種対象者）は保健センターで実施
【25年度からの手段
(１)個別接種に四種混合、単独不活化ポリオワクチンを追加
。なお、個別通知はポリオ集団接種及び麻しん風しん混合ワ
クチン3､4期が終了したため、麻しん風しん混合ワクチン2期
対象者のみに通知
(２)集団接種は終了（制度改正のため）】

１８歳以下で、定期予防接種の対象年齢になる
市民

昭和50年～52年生まれの市民【25年度より対象
外】

麻しん、風しん2期個別通知数

ポリオ個別通知数【集団接種個別通知は24年
度終了】

1歳6か月児健診受診児の麻しん予防接種率

3歳児健診受診児のポリオ接種率

予防接種経費（法定・任意を含む）

単位コスト指標

事業費計（A） 73,673 71,246 77,186 79,329 0

 

正職員人件費（B) 6,851 6,822 6,879 8,459 0千円

 

千円

総事業費（A)＋（B) 千円 80,524 78,068 84,065 87,788 0

[0121]

維 持
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休廃止
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事務事業評価表　平成24年度

22年度実績 23年度実績 24年度予算 25年度予算

 ： 現状の目的や方法に変更がなく25年度実施する事業
 ： 現状の方法や事業量を見直し、成果指標の向上やコスト改善をおこなう事業
 ： 23年度もしくは24年度に「休止」、「廃止」、「終了」する事業
 ： 25年度より新たに新規事業として実施する事業

25年度への業務改善方向性


